
お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、

人
を
雇
い
た
い
事
業
主
の
方
へ

現在の所在地現在の所在地現在の所在地

中　川中　川

子ども
発達センター

区
で
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
墨
田
と
の
共
催
事
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
雇

用
・
就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
担
当
課
】
産
業
経
済
課

�（
３
８
３
８
）５
５
５
４

合
同
就
職
面
接
会（
年
３
回
）

�
飾
区
・
墨
田
区
を
中
心
と
し
た

求
人
企
業
が
一
堂
に
会
し
、
就
職
希

望
者
の
面
接
・
各
種
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
年
８
回
）

就
職
に
必
要
な
書
類
の
書
き
方
や

面
接
対
策
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

雇
用
関
係
助
成
金
等
相
談
事
業

区
内
事
業
者
向
け
に
、
社
会
保
険

労
務
士
に
よ
る
雇
用
関
係
助
成
金
や

労
務
管
理
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で

お
受
け
し
ま
す
。

労
働
関
連
講
習
会（
年
２
回
）

区
内
事
業
者
向
け
に
、
企
業
経
営

に
欠
か
せ
な
い
事
柄
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆

◆

◆

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
詳
し
く

は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
か
つ
し

か
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

しし
ごご
とと
発発
見見
ププ
ララ
ザザ
かか
つつ
しし
かか

�
飾
区
の
無
料
職
業
紹
介
所
で
す
。

区
内
事
業
所
の
人
材
確
保
、
お
仕
事

を
探
し
て
い
る
方
の
就
職
活
動
サ
ポ

ー
ト
、職
業
紹
介
、内
職
相
談
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

▽
平
日
／
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時

▽
第
１
・
３
土
曜
日
／
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時

【
問
い
合
わ
せ
】

し
ご
と
発
見
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か

（
青
戸
７
‐
２
‐
１
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

か
つ
し
か
内
）

�（
５
６
８
０
）８
７
６
５

し
ご
と
発
見
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か

利
用
者
の
声

▽
応
募
書
類
作
成
の
際
、
自
己
流
の

良
く
な
か
っ
た
点
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▽
面
接
対
策
講
座
は
、
緊
張
感
が
あ

る
場
面
に
慣
れ
る
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
び
、

話
を
聞
く
こ

と
の
大
切
さ
、

相
づ
ち
や
う

な
ず
き
が
で

き
て
い
な
い

こ
と
な
ど
に

気
が
付
き
ま

し
た
。

身体の発達や言葉、社会性に遅れのある１歳６カ月
～就学前のお子さんを対象に、日常生活や集団に参加
していくための力を養います。お子さんの発達の課題
に応じて利用回数や指導内容を決定します。

子ども発達センター

▽通園事業
生活全般にわたる発達を

支援します。

【利用日】 月～金曜日のう

ち週１～３日程度

【対象】 知的障害のある平

成２６年４月２日現在１歳６

カ月～５歳のお子さん

３～５歳児は給食費がか

かります。また、１・２歳児

は親子通園クラスです（午

前中で指導が終了するため

給食の提供はありません）。

▽訓練事業
集団生活に適応するため

の短時間指導を行います。

【利用日】 火～土曜日のう

ち週１日、１回１時間

【対象】 平成２６年４月２日

現在３～５歳のお子さん

【費用】 無料

子ども発達センター分室
短時間で生活指導を含め

た指導を行います。

【利用日】 月～金曜日のう

ち週１～２日程度、１回２

時間

【対象】 平成２６年４月２日

現在１歳６ヵ月～５歳のお

子さん

【費用】 無料

いずれも
保育園や幼稚園との併用

も可能ですのでご相談くだ

さい。

【定員】

全ての事業合わせて１１０人

程度

【申込方法】

１１月１８日�～２２日�午前
９時～午後５時に窓口で。

お子さんの状態が分かる資

料（発達検査結果・アイリ

スシート・私の紹介）をお

持ちの方は、その写しをお

持ちください。

【申し込み・担当課】

子ども発達センター（堀切

３‐３４‐１ウェルピアかつ

しか内） �５６９８‐１３２４面接対策講座

東
四
つ
木
に
あ
る
木
下
川
薬
師
（
青

龍
山
薬
王
院
浄
光
寺
）
は
、
嘉
祥
２
年

（
８
４
９
）創
建
、
最
澄
（
伝
教
大
師
）

が
作
っ
た
未
完
の
薬
師
如
来
像
を
本
尊

と
し
て
い
ま
す
。

木
下
川
薬
師
は
、
荒
川
放
水
路
の
工

事
に
よ
っ
て
、
大
正
８
年（
１
９
１
９
）

に
現
在
の
場
所
へ
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

さ
て
、
木
下
川
薬
師
北
側
に
大
き
く

カ
ー
ブ
し
た
桜
並
木
の
道
路
（
き
ね
川

さ
く
ら
通
り
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
道

路
は
、
か
つ
て
荒
川
放
水
路
開
削
前
に

流
れ
て
い
た
中
川
の
土
手
跡
で
す
。
現

在
の
木
下
川
薬
師
は
、
荒
川
放
水
路
開

削
に
伴
い
新
し
く
埋
め
立
て
た
土
地
、

す
な
わ
ち
か
つ
て
の
中
川
流
路
内
に
所

在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
木
下
川
薬
師

は
、
川
と
の
因
縁
が
大
変
深
い
寺
と
言

え
ま
す
。
実
は
木
下
川
薬
師
と
川
と
の

因
縁
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
も
あ
り
ま
し

た
。応

永
３３
年（
１
４
２
６
）の
「
藤
原
家

定
寄
進
状
」（
浄
光
寺
文
書
）
に
は
、藤

か
み

き

ね（
け
）
が
わ

原
家
定
が
支
配
し
て
い
た
上
木
毛
川

地
域
（
現
在
の
東
四
つ
木
）
の
土
地
と

べ
っ

と
う

し
き

浄
光
寺
の
土
地
、
薬
師
堂
別
当
職
（
薬

師
堂
の
責
任
者
）
の
３
つ
を
、
鎌
倉
の

そ
う
じ
ょ
う
い
ん

鶴
岡
八
幡
宮
の
子
院
「
相
承
院
（
神
奈

川
県
鎌
倉
市
）」と
い
う
寺
に
寄
進
す
る

と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
定
は
、
本
拠
地
と
し
て
い
た
奥
戸

と
、
葛
西
川
（
今
の
中
川
）
対
岸
の
東

四
つ
木
周
辺
を
治
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

支
配
は
土
地
だ
け
で
は
な
く
、
中
川
の

河
川
交
通
も
支
配
し
た
武
士
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
鶴
岡
八
幡
宮
は
、
室
町
幕
府

の
東
国
の
統
治
機
関
で
あ
る
鎌
倉
府
の

意
向
に
従
い
、
関
東
の
諸
河
川
を
管
轄

す
る
べ
く
動
い
て
お
り
、
相
承
院
は
そ

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
家
定
は
、

相
承
院
に
寄
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鎌

ひ

ご

倉
府
と
い
う
権
力
の
庇
護
の
下
に
入
り
、

現
在
の
東
四
つ
木
周
辺
の
実
質
的
な
河

川
の
権
益
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。

ま
た
、
移
転
前
の
明
治
３８
年
の
地
図

を
見
る
と
、
木
下
川
薬
師
か
ら
東
の
中

川
に
連
絡
す
る
参
道
（
左
の
地
図
の
赤

色
の
実
線
と
点
線
部
分
）
が
確
認
で
き

ま
す
。

こ
の
参
道
は
、
川
か
ら
運
ば
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
物
資
が
行
き
交
う
重
要
な
道

で
、
木
下
川
薬
師
が
川
と
深
い
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
経
済
活
動
だ
け
で
な
く
、
近
世
に

は
舟
で
参
詣
に
訪
れ
る
人
々
も
利
用
し

た
信
仰
の
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
木
下
川
薬
師
や
今
に

残
る
旧
参
道
に
は
、
ま
さ
に
こ
の
地
域

な
ら
で
は
の
川
と
の
関
わ
り
が
幾
重
に

も
重
な
っ
た
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
の

で
す
。

（
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
）

かか
つつ
しし
かか
のの
暮暮
らら
しし
とと
文文
化化

１５８

き

ね

が
わ

木
下
川
薬
師
と
川
の
記
憶

木
下
川
薬
師
周
辺
図（
明
治
３８
年
）

赤色の実線部分が今も残る旧参道、点線が荒川
放水路開削で失われた参道部分。

広告 内容については広告主にお問い合わせください。
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午前８時～午後８時　年中無休　FAX６７５８－２２２３

区の手続きや催し物の問い合わせ、がん検診の申し込みは

（８）
平成25年（2013年）11月15日 No.１５６９

この広報紙は、印刷用の紙へリサイクルできます。


